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水 野 千 里
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　度宛隔った六ケ所に設けうならば一暦好いの
匙羅舞舞轟轟鞍壷i灘難
のであろt唱へて居られ7こが，今度英國から
三十こ糎（十二吋牛）の反射望遠鏡な，同好會
で買入れるこオになって，近く到着すろ筈で
ある。そして同好會第一號天文豪に備付け，
天丈學普及の爲めに，一般の人々に自由に観
慶ぜしめる三岡である。
二，天文憂建設地の三要件
　第一，亀甲の堅固なる；rto
　第二二，展望の一叩上なるこミ。
　第三，氣象の良好なるこSo
?
iっその位置，南に位するので大天津甚の位置
障霧識議羨縦撫警Σζ
｛て努力されカのは尤もな寧であろ。
臓，かり，赤道、躍鋤星急激！
するこtが出來るし，交通の便の如何なも顧
慮する必要がある。曰く何，何Sあるが，第
一地盤が堅固でなくてに重い望遠鏡々しっか
リε据付けろ；tが出來ない。第二、折角土
地堅固な亡ころに据付けても展望がきかなく
洲の西部ごに，その星巨離煙度t：黒日て正にご
百四十度であるから，東洋方面に於いて仲費
しなくてに，富戸的観測は駄口であみ。連績
的観測が出來なくてば硯究が中anrfらるSこ
ミ　［：　7aるから，東洋で，しかも東経百二十度
迄に一大天文盛が必要な理由（tひにあるの
だ。我が豪渇本島は東脛百二十度に近く，且
條灘鵬巌購繰野猫四，我耀の天魑
てit駄目であるから・挙地に丘阜なごカsあれ1って居るのに東京ε京都の天文二丈けで・水
賑諾至愚喫藍島苓鴬萎嘉
ある。第一第二の條件に適當しずこぜころ［t，
世界到ろt＝うに見出すこぜん得るが，問頚
［肇謬馨言？餐器騨薄霧謙別
存以ってに如何’ビもするこビが出隅ないから
各地の歴象」町田祉比較研究して，その良好な
tころた選定ぜなければならない〇
三，，東洋に大天文蔓が必要な理由
　これば経度の關係から來7こものである。地
球自簿の結果，東西ニケ所で1［，亡ても蓮績
的観測ば出來ない・そこで少くミも三ケ所に
しなくて1工ならない。成る可くその距離が亭
均し大：方がよゼ。
　東西経度百二十度宛な隔って居るならば申
分がないのである。東西百二十度よリ（t［九十
度宛隔った四ケ所に設ける方が術好い。六十
　我が國lE欧米に塗し，経度の書記L好位置
にあるに拘らす，天丈裏は實に貧弱なもの計
りであるが，幸ひ其の入為得て漸く世界一等
國の面口な保って居るので，’其の設備の貼か
らいへば，三四等國のそれにも劣って房るの
［！1實に遺憾である。小さいながら諸設備が整
曜講難瓢器送字鱒畿膏臭
1天文豪が必要なこミ　h？力説して房るのに欧来
1の天丈學者であっずこが，學術研究上議長古市
綴議裟紬織縫鞍磐
つ7こ。その虚心費に百五拾萬図，経常費艮約
拾五萬圓の慷算である。これは世界一流の天
丈短に比敵すべ毫，理想的天丈肇で，参，四t　拾萬圓な投ずるならば，英國のグリンヰPtチ
天文肇位のものlrt出來ろ。又蔵・参萬圓でも
　又四，五千圓な以っても小規撹のものなら建
設する＝ミな得，熱心な天文家がこれな用ふ
1るならば．世界の天文學上に貢献するこ鎖工
…易々7：るものである。理想的大天丈豪の建設
，1［前途遼蓮の様である。参，四姶萬圓のもの
　も目：先勘定高い現今の人の喜捨々仰ぐのは六
：ケ旧い。如何にも十三い次第であるが・此慮
1に一大武器が見回された。それは我が天文同
岡山の氣象悉天丈豪　（水野） 3“r
好會である。熱心な，献勇的な，蟻牲的精紳
謄撚幣霧轟髄饗瑠壼
めに盤さんものtて先づ隣藍よリ始めよの例の
如く，忍設天文前極く民衆的なものな思ひ
立ち第一着手’tして，會員の零細な寄附金に
訴へ，第一號天文墓の爲めに殿子に既に投ぜ
られナこのである。第一號ピば第二號，第三號
……… d全國に亙り私設天：文峯Ae建設すろか
らのこtである〇
五，岡山の氣象
　第一號天文壷の候補地［t，前記三條件な具
べた上に，同好曾の天主i豊であるから會員の
多数居ろ所が候補rk　Sなるのであるこミは無
論のこミだ。油津の多奇は京都であSが，此
18・　日照時，（書退時敷に封ずる）五二％
19’汪嶸W均一整9簾
1　　　最大日量　八六粍（六月二十七日）
　　10・風・李均速度　二来六　（秒蓮）
　　　　　最大速度　十八米　（秒速）
1　　　　　亭均方向　北東
　　11．天氣日数　快晴日　　四〇
．　　　　　　　曇天日　一・一二
　　　　　　　　降水日　一三八
咳、で欝欝旦班薦、酬來
　るが，特［：注意すべきこ司工，大正十二年tt
珍しく雨の多かっすこ年であEo．即ち累年平均
　雨量より多いこε五百四十六粍でみつた。随
　つて降水日数百三十八SいふこEも第均に匡
庭でに京都大學の天丈裏に出掛け御邪魔すろ；ぜれないのである。
こtが季重る。次ぎに大阪である，多敷の會
員を擁して居るが，元來大阪に商工業地で殊
に工業盛大の爲め煤煙天に帳り書目ほ暗しで
あろから天丈豪の位置εして匡第一に指な屈
　岡山測候所で調査されノた，通俗的天氣日数
奄一千する亡晴天ご〇ニロ，曇天二七日，雨
雪天四七日，晴天少雨雪三〇日，曇天少雨雪
五九ミなって，一ケ年中：三分の二に天盛齪測
サ’るこtに難物である。長野縣にば多数の會1に適塾して居るのである。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　欝難鎌灘響1六各地の蹴較
るから候補地の一つに敷へられ，しかも有力
である所以である。今第匹卜牽三回日本帝國統
計年鑑（大正十三年刊行）から岡山の黒血に齢
すち敷田々列べて見るこミにする。
　　　岡山測候所（大正十二年）
　L　位置，北緯三十四度四十分・
　　　　　東経百三十三度五十四分
　2・晴雨計海面上の高さ，六米一
　：｝．　氣厘，平均氷鮎の度　七六一粍七
　　　　　開国海面の度　七六一粍六
　4，　氣温，準均　十四度入　（撮氏）
　　　　　累年亭均　十四度五
　　　　　毎日最高4S・均　十九度六
　　　　　毎日最低挙均　十度三
　　　　　毎日最高最低較差の平均九度三
　　　　　最高極　三十六度五（大正七年
　　　　　　　　　入月）
　　　　　最低極　加入度一（明治二十八
　　　　　　　　　年二月）
　5・　水蒸氣の張力（挙均）十粍九
6・灘度（」ls均）七六％
　7．　雲量牛均　五・九
　　統計年鑑に記載されて居あ測候所は内地匡t
　無論のこ亡壷滑，樺太・朝鮮・満洲及び支那
本部のものたも加へて百三十四ケ所ああので
　前記十一項に亙って一々比較詳論するこ定に
：煩［itしいから，天丈豪設置上必要な項捌けた
国事禍二郡する。
「1．位置。我が三内で東西の距りに重り問題
1にならないが，南at　li問eeltTるこビが出來
！る。恒春の北緯二十二度から，亜港の北緯五?
1十度五十四分迄で，内地の主要なεころ（t北
1緯三十五度前後で岡山の北緯三十四度四十分
1に内地で代表的の緯度であって，盗濁方面の
瞬噺確地砒し艦働ろのに免れ嶋
12．　晴雨計海面上の高さ。これに最低，境の?
i二・九米から最高・伊吹山の一三七六・○来迄
1で，展望さへ＋分ならlt，高低［工論すろ程の
　こミにあちまい・寧ろ低い方が諸種の計算が
　簡軍に出物るのであろ0
3．　氣塵ピ風。空氣が穏かなのがよv’・4二均
［氣瘡星に近いのがよいのである。その鮎からい
1へば岡山の七百六十一粍鯨に理想的であるo
I風速二来六より少い亡ころは裏中二来四，熊
旨本二来四，廣島一来九，呉二来一，高知二来
；三，入木二来三，彦根二来で，高山一米九，
36 岡出の氣象E天丈蜜　（水野）
甲府二来三，甲斐落合一来四，青梅○米九，
宇都宮一米六，足尾二米○，高田二来四，全
州二米四，京城二米四，1平壌二来五，．申江声
量米一，漢ロニ二五の十九ケ所であろ。
　望蓮鏡が大になればなろ内空氣が穏かでな
いミ像が結ばれなくて使用する；亡が出來な
くなって來る，口径百糎以上のものでに一ヶ
年中完全に使用するこSの出來るの［t實に僅
少なもので・小野遠鏡で［tその感じが少いの
である。風のこぜたいつナこから序に暴風日数
た附け畑へやう。岡山の三十二日より少いS
ころに花蓮港豪申，熊本，佐世保，贋島，
呉・松山，高知，小名濱，金山，入木，彦根
甲斐落合，宇都宮，足尾，宮津・襟裳，全州
宮城，亭屡，天津，漢口の二十ニケ所であっ
て、一ク年間孚以上暴風（一秒時間十来以上）
｛こ見舞にれる定ころは戦渦二二五日，石垣島
ニー五日，：畏崎一一・八七日，油阪島二四六日，
室戸二五八日1汐岬一九三日，長津笛二九二
日，入隅島二七五日，布良一九八日，銚子ニ
ニ九日，傍吹山三五三日，筑波山二七入日，
函館二七一日，壽都三二九日，羽幌二王六日
根室二三六日，紗那二七三日，大泊一九三日
半斗二〇九日，眞岡二三五口，亜港一九一一日
木浦一九〇日，雄基二四七日，大連二四六日
芝果ニー三日，上海二四一日で，標高大なろ
定ころや，海岸に風力が大である0
4・i罷工。襯測〔こに回り大目係にないが・氣
温のヒころ［t；水蒸氣が少く，高温のビころ（1
水蒸氣が多い。最高，最低温度の較差に少い
方が望蓮鏡に及ぼす影響が少くてよい。最小
膨出島の五度一から・最大中江鎭の十三度九
に至る迄の間に岡山lSlあろ。
5・水蒸氣の張力。これに氣厘翼門葉亡に關
係㌔ずるもので，　岡山の一一〇・九に敷香の五・（）
から，膨湖の一七・二の略ぼ中間である0
6・灘度。空氣ば乾燥して居ろ方が光線を屈
折すろこeが少い。爾山の七六に野し奉天
の六一から，襟裳の入管迄で，岡山前後の土
地が多い0
7・雲量。雲量が少い程よいのに無論のこ
ミで，岡山の五・九よい少い亡ころii恒春，
蔓申，’熊本，釜山，大郎，仁川・京城・墨壌
江陵，元山，城津，雄基，中江鎭，龍岩髭，
大蓮，族順，螢ロ，奉天）．長春，天津，濟南
、芝果，青島で主に朝鮮，満洲方面である◎内
地でに熊本五・六に一歩な護うのみである0
8．　日照暗。これに多告程がよいので，大正
十二年は，岡山ば雨が多くてqs年に較べるS
百分野こ・、六も．日照時か少い年であっナこ。岡
山より日照時の多い亡ころに恒春王五，壷南
六三・膨尊親五六，壷申六三，前橋五四，大郎
五四，木浦五三，全州五七，，仁川五五，京城
五四，亭壌六〇，江陵五三，元山五五，城津
五四，中江鎭五三・．龍岩浦五九，大蓮六〇，
順六四，ca　P六六，奉天五八，長春六一，天
津六二，濟南六四，芝果五八，．青島六〇で内
地でに前橋に劣るのみである。
9・降水量。灘度，雲量日照時期から降水量
の如何に察ぜられる。内地で岡山の亭喜雨
：量一一一四粍より少い虐ころに岡山縣味野一
〇四六粍，長野一〇〇四粍・札幌一〇一一二粍
帯廣九七三粍，網走入〇五粍，根室九六三粍
紗那潮入五粍で，樺太の大泊，翼岡，落合，
敷香，朝鮮の釜山，木浦・仁川・京誠・城津
雄基，中江鎭，龍夕立，溺洲の大蓮，族順，
螢ロ，奉天，長春，支那の天津，芝果，青島
があるが，北海道は濃霧が多くて，観測する
こ定が出來ない日が多い。其の黙に到るミ我
が岡pLl　ii霧に通しめられるこビは一ク’年iこ十
圖を越ゆるこ定に少く・實に理想的である0
10・概評。百三十四ケ所の測候所々：在地准比
較すろSき・に，i裏濁に赤道近くにあるのが強
昧で，雲：量少く日照時多きlt朝鮮・滞洲が秀で
降水量少き1工北海這，樺太，満鮮であろが濫
霧屡々起る鋏黙がある。駆れ葎要する我が岡
山が内地に於て，氣尊上の好位置にあるこt
に首肯されるであらう建考へられろのである
七，結　　　論
　我が岡山に爾京天文璽，水澤緯度観測所・
瀞戸太陽硯究県門の既設の天丈蔓に封して，
西方に位置し且つ南方に位し・氣象朕態に
於て優秀の黙な多く具備して居ろ上に，多く
の會員た有し天文同好會本部から憐汽車
行程僅々六時間程にあるから・同好會第一號
天丈豪所在地服して推す次第である。會員多
数の御賛同な得て，明年十月二十入日の火星
の接近迄に實現されるこ亡為希望して止まな
いのであろ。　　（一九二五コ入月二六日）
　　　　黄道光を見ちれよ
　毎年一月二月三の頃ば日浸後の西天に黄溢
光が最：遍好く見える1聴である。星圖な用み
て，其の高さ，幅及び明ろさ盛観られよ。
